
 

Tutorial: Calculation of two shafts  

connected by a rolling bearing  
 

 

本チュートリアルは、複数シャフトを使った

MESYS shaft calculation の計算になります。 

シャフト計算ソフトウエアは、左側のツリーを選択

して様々な入力を行います。 

‘System’を選択すると一般的な設定やハウジン

グの材料を指定できます。 

‘Shafts’ や‘Bearings’のヘッダーを選ぶと計算

結果の概要表示やシャフトの選定、ベアリングの

設定を選べます。 

 

 

System Data  
ツリービューのヘッダ ' System 'をクリックすると、デフォルトで「settings」タブページが表示され、プロジ

ェクトの概要を入力、重量やせん断変形の考慮等を有効にすることができます。 私たちは最初のステップ

では固有周波数の計算は行なわないので、無効にすることができます。 

  



 

Defining first shaft  
ツリー内の「Shaft」という名前の既存の要素を選択します。「シャフト 1」という名前を入力、速度の隣のフ

ラッグをアクティブにさせて、500rpm の速度を入力します。 このページでアキシアル軸方向のシャフト位

置、材料、温度を設定することができます。 

 

Shaft geometry 

タブ・ページの「Geometry」では、軸の形状を定義して、形状の外側と内側の両方に円筒形または円錐

形のいずれかを設定することができます。  ボタンをクリックすると、デフォルトの幾何学的要素が作成さ

れ、その入力データに対応する行がテーブルに追加されます。 

  ボタンは選択された行を削除し、  ボタンは全ての行を消去します。 

最初に、「外側の形状」を入力します。これにより、転がり軸受を支えるためにシャフトに肩が形成されます。

さらに、テーパ形状により大きな径方向の段差は、解消されます。このデザインを作成するには、対応する

テーブル 「外側の形状」に 3 つの行を追加する必要があります。 2 番目の行では、「直径 1」と「直径 2」の

両方を入力して、テーパー形状を作成します。 

このシャフトを第 2 のシャフトに接続するので、右からシャフトにテーパ穴を作り、転がり軸受が組み込まれ

ます。これを行うには、「内側の形状」に水平赤線として描かれている直径ゼロの最初の円柱を定義する必

要があります。この線は、実際のテーパ穴の位置の原点を定義します。その構造は、最初の円錐と続く円

柱で構成されます。以下の形状になるように、データを入力してください： 

  

  



 

 

シャフトビューの操作は、赤で囲まれたボックスのボタンを使用して行うことができます。 

Shaft supports  
タブページ 'Supports'では、2 つのベアリングを定義

することができます。最初に   ボタンを 2 回クリックし

て作成します。 それぞれの場合、上のドロップダウンリス

トから「ローラーベアリング」を選択し、x = 12.5 mm と x = 

80 mm と入力して、シャフトに沿った位置に置きます。 チ

ェックボックスにより、左ベアリングをアキシアル方向およ

びラジアル方向に固定し、右ベアリングについてはラジ

アル拘束のみを有効にします。 

 ボタンをクリックするとポップアップウィンドウが開

き、ベアリングデータベースを表示します。希望の形状の

検索を支援する目的で、直径の境界値がセットされま

す。 ドロップダウンリストは、さまざまなベアリングタイプ

を選択できます。 左ベアリングには深溝玉軸受（6008）、

右ベアリングには円筒ころ軸受（NU1016）を選択します。 

  



 

 

Loading 

タブページ 'Loading'では、様々な種類の荷重が設定可能です。 ドロップダウンリストから一般的な 

'Force'を選択します。 荷重の座標はシャフトの始点からの相対座標です。 この例では、位置 x = 125mm お

よび幅 b = 10mm のラジアル方向の力 Fz = -10000 を定義します。 

1 つのシャフトが静的に定義されているので、ツールバーの   ボタンを使用して計算を実行できます。 

エラーメッセージは表示されません。 

  

  

  



 
 

Defining second shaft  
次に 2 番目のシャフトを定義します。左側のツリーの‘Shafts’で

右クリックをして、「add Shafts」よりシャフトを追加します。以下の一

般情報を入力します。 

 

 

Shaft geometry  
前述のように、2 番目のシャフトの形状を定義します。この形状は、以下に示すように外側形状のみを作成

します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Loading  
2 番目のシャフトに「円筒歯車」を取り付け、下の図のようにデータを入力します。 

  

Bearings  
第 2 のシャフトにも 2 つのベアリングが定義されます。 最初のものは x = 15 mm に位置するフローティ

ング 4 点接触軸受（ラジアル）（QJ305）で、その外輪は 'シャフト 1'に接続されています。 2 番目のものは、

外輪がハウジングに接続される位置 x = 217 mm に配置された「深溝玉軸受（二重列）（4305）」です。 円筒

歯車のトルクが出口を必要とするので、サポートのリストに‘Coupling for reaction torque’を追加する必要

があります。 それは x = 245mm に位置し、b = 10mm の幅を有します。 

  



 

Shaft sections  
シャフトをより適切に計算するためには、応力集中を考慮する必要があります。 そうするために、ソフトウェ

アは、シャフトごとにタブページ「セクション」で異なるノッチケースを定義することができます。 この例では、

「シャフト 1」に 1 つのセクションを設定し、「シャフト 2」に 2 つのセクションを設定するなど、直径の変化が存

在するポイントに解析をフォーカスさせます。 

 ボタンを使用してセクションを追加、ドロップダウンリストから 'Shoulder'を追加し、次に示すようにデータ

を入力します。 

Shaft 1  

  

Shaft 2  

  

シャフトの材質も変更できますので、各シャフトのタブページ 'General'に行き、ドロップダウンリストから 

'42CrMo4'を選択してください。 

    

  



 

Results  
システムツリーの「シャフト」ヘッダーをクリックし、ソフトウェアを実行して事例の結果を確認します。 ユ

ーザーが作成したベアリングのいずれかに対応するヘッダーをクリックすると、ツールバーの機能はベアリ

ングの計算にのみ有効です。つまり、  ボタンを押すとベアリング計算のみが実行されます。 

 

システム形状の概要は、次のようになります。 

 

緑色の矢印は、シャフトの解析されるセクションを指しています。 2 番目のシャフトの右端にある青い要素

は、サポートのタブページで追加した‘Reaction coupling’です。 

  

3 次元ビューの場合は、ビューツールバーの 3D ボタンをクリックします。 

  



 
シャフトの計算では、シャフトのたわみ、力、モーメントなどのグラフィック結果が表示されます。 表示するに

は、メニューバーの[グラフィックス]をクリックします。 

  

はすば歯車の軸力による圧縮を受ける第 2 軸は、灰色の線「シャフト 2Fx」を参照してください。 

 

ユーザは、2 つのシャフトの z 方向のたわみのギャップを見ることができます。 これは、接続ベアリング

のベアリング剛性によるものです。 パイロットベアリングは、グローバル位置 x = 125 mm にありますので、

ベアリングにかかる曲げモーメントはほとんどありません。 

 

開いているグラフィックウィンドウで右クリックを行うことで、ユーザはシャフト計算の他のグラフィック結果

やベアリングに直接アクセスできます。 例えば、「固定ベアリング」と「パイロットベアリング」の両方の「荷重

分布」と「接触応力」を見ることができます。 

 

コンテキストメニューで「ダイアグラムオプション」を使用してグラフィックスをハンドリングすることができま

す。 ユーザーは単位系、値の範囲と目的のチャートを選択することができます。 

    

  



 

  

同じように、シャフトの変形された形状を視覚化することができます（形状の概要の 3D ビューに移動し、右

クリックし、コンテキストメニューから 'Geometry 3D（deformed）'を選択します）。 

 

   



 
ソフトウェアの最下部にある「結果の概要」ウィンドウでは、「シャフト」のヘッダーをクリックすると、安全係

数、変位または最小軸受寿命などの一般的な結果が表示されます。 

  

また、システムツリーのベアリングの個々のベアリングをクリックすると、「最大圧力」のような選択したベアリ

ングの個々の結果が表示可能になります。 

 

さらに、システムツリーヘッダー「シャフト」または「ベアリング」を選択すると、ソフトウェアの中央ウィンドウに

追加の結果が表示されます。 横にあるさまざまなタブをクリックしてご覧ください。 

 
  

  

  



 
この出力結果では、すべてのベアリングの寿命と軸受力が示されています。 さらに、ノッチの影響を解析す

るためにショルダーを作成したので、最小の動的および静的シャフト安全係数、すなわち「SD」および「SS」

がタブページ「セクション」に示されています。 

Report results  
 ボタンを押して表示されるメインレポートには、ベアリングの詳細は表示されず、結果の概要のみ

が表示されます。 

メニューバーの 'レポート'> 'フルレポート'を選択すると、各ベアリング計算の詳細レポートを含む完全

なレポートを見ることができます。 この例では、全レポートは 40 ページあり、各転がり軸受の転動体荷

重に関するいくつかのチャートが含まれています。 


